
ス
イ
カ
と
太
鼓
で
夏
気
分
全
開
！ 

 

記記
録録
的的
なな
猛猛
暑暑
がが
続続
くく
なな
かか
、、
温温
泉泉
病病
院院
のの

中中
がが
ささ
らら
にに
暑暑
くく
なな
っっ
たた
。。
ドド
ーー
ンン
、、
ドド
ーー
ンン
。。
心心

臓臓
のの
奥奥
にに
響響
くく
太太
鼓鼓
のの
音音
。。
そそ
れれ
でで
もも
不不
思思
議議
とと

心心
地地
よよ
いい
そそ
のの
音音
はは
、、
日日
頃頃
のの
夏夏
ババ
テテ
全全
てて
をを
忘忘

れれ
ささ
せせ
たた
。。
集集
まま
っっ
たた
観観
客客
のの
患患
者者
様様
はは
午午
前前
午午

後後
合合
わわ
せせ
てて
総総
勢勢
百百
名名
以以
上上
。。
車車
椅椅
子子
にに
座座
りり

寝寝
ぼぼ
けけ
眼眼
のの
方方
々々
もも
一一
瞬瞬
にに
しし
てて
目目
をを
覚覚
まま
しし

たた
。。
太太
鼓鼓
はは
二二
十十
分分
ほほ
どど
打打
ちち
鳴鳴
らら
ささ
れれ
、、
そそ
のの

間間
炭炭
坑坑
節節
もも
流流
れれ
たた
。。
皆皆
はは
手手
をを
叩叩
いい
たた
りり
リリ

ズズ
ムム
にに
合合
わわ
せせ
てて
踊踊
りり
だだ
しし
たた
りり
、、
思思
いい
思思
いい
のの

仕仕
方方
でで
ひひ
とと
時時
をを
楽楽
しし
んん
だだ
。。
一一
台台
数数
十十
万万
円円

もも
すす
るる
太太
鼓鼓
。。
そそ
のの
存存
在在
感感
がが
眩眩
くく
光光
っっ
たた
、、
夏夏

のの
演演
芸芸
会会
にに
誰誰
もも
がが
大大
満満
足足
だだ
っっ
たた
。。  

 

毎
月
第
二
水
曜
日
に
行
わ
れ
る
ふ
じ
の
名
画
座
映
画
上
映
会
。

毎
回
二
つ
の
作
品
を
選
び
上
映
し
て
い
る
。
話
題
の
最
新
作
や
馴
染

み
の
あ
の
映
画
、
懐
か
し
い
あ
の
人
な
ど
見
て
み
た
い
作
品
が
あ
れ

ば
お
気
軽
に
リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
ま
で
。
可
能
な
範
囲
で
ご
希
望
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
致
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ふ
じ
の 

 
 

名
画
座
を
ど
う
ぞ
御
ひ
い
き
に
お
願
い
し
ま
す
。 

月月刊刊本本館館リリハハビビリリテテーーシショョンン新新聞聞編編集集：：本本館館作作業業療療法法課課  協協力力：：行行事事運運営営のの患患者者様様方方  

ここのの新新聞聞はは本本館館各各病病棟棟、、本本館館作作業業療療法法室室、、職職員員食食堂堂、、本本館館 33 階階受受付付、、運運営営ススタタッッフフ、、今今月月ののここのの人人にに合合計計 1100 枚枚配配布布ししてていいまますす。。 

編
集
後
記
… 

過
ご
し
や
す
い
春
や
秋
に

比
べ
る
と
暑
い
夏
は
や
寒
い

冬
は
長
く
感
じ
ま
す
。
だ
か

ら
、
大
変
な
と
き
を
楽
し
め

る
よ
う
に
工
夫
が
必
要
で

す
ね
。
そ
う
、
入
院
生
活
の

中
に
も
そ
れ
が
必
要
…
。  

 

暑い夏がさらに暑く!! 

第 20 号 

2012 年 9 月号 

リリリハハハビビビリリリ新新新聞聞聞   

定定定
着着着
ししし
つつつ
つつつ
あああ
るるる
新新新
聞聞聞   

ふふふ
じじじ
ののの
温温温
泉泉泉   

発発発
案案案
者者者   

本本本
館館館
患患患
者者者
様様様   

   
  

   

2012 年 5月現在図書室 

本の冊数は 33662233 冊冊  

  来来場場者者はは 11445555 名名です。  
皆様の寄贈により図書室は運

営されています。感謝します。

図書の寄贈はリハビリ(本 7) 

大内までお願い致します。 

 

映映映
画画画
会会会
上上上
映映映
作作作
品品品
ををを   

大大大
募募募
集集集
ししし
ててて
いいい
ままま
すすす
。。。   

夏夏
とと
言言
ええ
ばば
やや
はは
りり
「「
すす
いい
かか
」」
だだ
ろろ

うう
。。
そそ
しし
てて
、、
「「
すす
いい
かか
わわ
りり
」」
はは
全全
てて
のの

人人
をを
童童
心心
にに
帰帰
らら
せせ
るる
。。
集集
まま
っっ
たた
患患
者者

様様
はは
一一
様様
にに
、、
「「
右右
、、
右右
、、
そそ
っっ
ちち
じじ
ゃゃ
なな

いい
よよ
、、
もも
うう
ちち
ょょ
っっ
とと
左左
！！
」」とと
大大
きき
なな
声声

をを
張張
りり
上上
げげ
たた
。。
見見
事事
にに
割割
れれ
てて
、、
そそ
のの

赤赤
いい
肌肌
をを
見見
せせ
たた
すす
いい
かか
にに
、、
皆皆
がが
拍拍
手手

をを
送送
っっ
たた
。。
次次
回回
のの
演演
芸芸
会会
はは
年年
末末

かか
・・・・・・春春
のの
櫻櫻
のの
頃頃
かか
……
。。
いい
ずず
れれ
にに
しし
てて

もも
今今
かか
らら
楽楽
しし
みみ
にに
時時
のの
流流
れれ
をを
待待
ちち

たた
いい
。。
そそ
れれ
まま
でで
、、
どど
うう
ぞぞ
皆皆
様様
ごご
自自
愛愛

専専
一一
にに
入入
院院
生生
活活
をを
送送
っっ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。  


